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姜
誠

．
国
の
天
然
記
念
物
の
ヤ
マ
ネ
や
リ
ヌ
カ
と

橋
「
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ
」
の
２
基
目
が

道
坐
に
謹
置
さ
れ
た
廻
・
道
路
で
分
断
さ
れ
髭

聾
す
る
目
的
○
１
基
目
は
、
多
く
の
動
物
麺

辺
約
躯
壱
の
三
角
形
の
ア
ル
ミ
の
枠
を

い
え
つ
む
つ
な
ぎ
、
｜
底
の
部
分
に
金
網

を
張
っ
て
い
る
。
犯
日
か
ら
組
み
立
て

作
業
を
始
め
へ
（
尉
団
法
人
宇
邨
プ
協
会

の
キ
ー
プ
や
ま
ね
言
三
爪
ジ
ア
ム
や
稽

水
建
設
、
大
成
建
設
、
Ｎ
Ｔ
Ｆ
東
口
宝

な
ど
で
つ
く
る
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
局

が
参
加
し
た
ｐ
・
牙
丘
（
一
一
炉
（

き
っ
か
け
は
１
９
９
６
年
。
清
里
庁

高
原
適
路
、
建
設
さ
れ
た
際
、
富
ユ
丁

Ⅱ
北
杜
市
大
泉
町
西
井
出

犠
上
で
暮

出
曰
へ
北

森
と
森
を

利
弓
し
て

ジ
ア
ム
の
溪
利
作
館
長
か
、

の
す
み
か
や
エ
サ
が
な
く
←

と
の
出
会
い
も
失
わ
れ
て
痒

く
な
る
と
懸
念
Ｑ
２
千
万
国

金
網
の
膳
》
「
ヤ
マ
ネ
ブ
リ
可

て
の
後
へ
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ

莚
求
め
、
２
０
０
４
年
に
ア

ス
ウ
エ
イ
の
研
究
会
を
設
汀

ヤ
マ
ネ
が
好
む
ワ
イ
ヤ
の
大

噸
が
め
Ⅳ
騨
造
が
安
定
し
て

拝動
物
の
た
め
の
歩
追

天
泉
町
西
井
出
の
県

雪
、
動
物
た
ち
蔭

凄
」
と
か
確
認
さ
れ
て

〉
し
、
↑
（
柏
原
愛
）
」

医
叩
全
ａ
】
ツ
ヱ
ロ
面
砂
家
訶
△
エ
ケ

＝調発費用９

〉
角
形
の
橋
を
開
発
し
た
。
費
用
も
約
２

０
０
召
に
お
さ
え
詑
牡
市
が
蟇

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
．

Ｌ
清
水
建
設
の
岩
本
和
明
・
地
球
環
壌

部
長
は
「
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ
は
、

み方なのユウハウを持ち出し出来―
て
い
る
」
と
謡
す
◎

ｗ
年
７
月
へ
１
基
目
を
市
道
上
に
設

置
し
た
ｐ
高
さ
約
９
厨
の
電
柱
に
、
長
一

議
塾
鱸
騨
》
蕊
や
鰯
一

㎡
所
」
も
硫
え
へ
カ
メ
ラ
を
２
台
設
置
し
一

で
様
子
を
観
察
し
た
。
．

そ
の
結
果
、
・
昨
年
７
月
ま
で
に
１
０

１
２
回
の
利
用
が
確
鶴
さ
れ
た
Ｑ
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
の
７
８

７
回
。
ヤ
マ
ネ
は
２
０
８
回
で
リ
ス
や

テ
ン
が
続
く
や
多
い
時
間
帯
は
午
後
６

時
か
ら
朝
４
時
。
ヤ
マ
ネ
は
、
屋
根
の

下
に
張
っ
た
ロ
ー
プ
を
つ
か
ん
で
、
逆

，
ざ
に
歩
く
姿
も
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
１

．
２
基
目
の
設
睡
に
あ
た
っ
て
、
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
バ
リ
ス
と
ヤ
マ
ネ
の

生
息
が
判
明
し
た
場
所
に
テ
ー
プ
種
は

っ
た
。
道
路
の
両
側
に
テ
ー
プ
が
蘂
中

し
公
タ
カ
な
ど
に
狙
わ
れ
な
い
よ
う
に
一

葉
が
生
い
露
っ
巣
が
あ
る
場
所
を
選
一

く
ん
だ
。
Ⅱ
へ
「
・
虹
：

環観を保つために、屋根は濃い一
一
茶
色
に
塗
り
、
木
に
見
せ
か
け
た
迩
柱
一

に
橋
を
か
け
た
。
「
：

、
湊
鑪
長
は
「
人
間
と
動
物
が
共
生
す

―
ろ
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
。
車

・
社
会
の
人
間
に
は
道
路
が
必
要
で
、
動

一
物
に
は
生
き
て
い
く
た
め
の
森
が
必
，

要
。
（
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ
を
）
全

国
的
に
広
め
て
い
き
←
た
い
」
ど
話
し

た
回


